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『シンドバード物語』祖本はいつ頃、
どこで書かれたのか
The Birth of the Book of Sindbad― when and where? 
西　村　正　身（作新学院大学人間文化学部名誉教授）
　東洋系「シンドバード物語」の諸版には、物語本文だけではなく序文をも備えている版
が 4本ある。サマルカンディーによるペルシア語版 ZaS 1）（1160年頃）、作者未詳のペルシ
ア語韻文版 SN 2）（1375年）の広本 2本と、アンドレオポーロスによるギリシア語版 Ss 3）（11
世紀）、フェルナンド 3世の息子であり、1251年『カリーラとディムナ』のスペイン語訳
を命じたアルフォンソ10世の弟ファドリケ王子の主動によってアラビア語版から1253年に
訳されたと記されているスペイン語版 LE 4）の小本 2本の計 4本である。
　これらのうち、「シンドバード物語」の成立の問題を考えるに当たって「とにかく重要
な価値を」持つのは、B・E・ペリーの指摘する通り、ペルシア語版 ZaSとギリシア語版





1） ① 6LQGEƗG-1ƗPH\D]DQ0XۊDPPHGE$OƯDܲ-ܱDKƯUƯDV-6DPDUTDQGƯ, mukaddime ve ha㶆iyeler ne㶆redon A. 
Ate㶆, University of Istanbul Publications, Istanbul, 1948, pp. 1㻙345／ ② 6HQGEƗG-1ƗPHK0RۊDPPDG
ibn‘$OLܱDKLUL6DPDUTDQGLHGLWHGE\'U0%.DO'ƯQƯ0LUƗs-e, Maktub, Tehran, 2003／ ③ Zahiri de 
Samarkand, /H/LYUHGHVVHSWYLVLUV, traduit du persan par Dejan Bogdanovi㶛, Sindbad, Paris, 1975
2） W. A. Clouston, 7KH%RRNRI6LQGLEDG, Glasgow, Cameron, 1884, pp. 1㻙121.ブリティッシュ・ライブラ
リー所蔵写本（IO. ISL 3214 <Ethé 1236>）2b-9bに献辞を含む序文があり、「ペルシア語を話すア
ラブ人が雄弁に物語ってくれたところによると」（9b）という謎めいた断り書きで物語が始まる。
読めないので英訳からの推測になるが、年代的に見て祖本との直接的な関係はないであろう。
3） ① 0LFK$QGUHRSXOL/LEHU6\QWLDH, edidit Victor Jernstedt, Mémoires de l’Académie Impériale des Sciences 
de St.-Pétersbourg, VIII série, vol. XI, No. 1, 1912／②ミカエール・アンドレオポーロス『賢人シュン
ティパスの書』西村正身訳、未知谷、2000（「哲学者セクーンドスの生涯」を併載）
4） ① J. E. Keller,(O/LEURGHORVHQJDxRV, rev.ed., 1959/rpt. Romance Monographs, Inc., Reprint Series No. 2, 
Mississippi Univ., 1983／②『中世ペルシャ説話集――センデバル』谷口勇訳、而立書房、1996
5） ① B. E. Perry,7KH2ULJLQRIWKH%RRNRI6LQGEDG, Walter de Gruyter & co., Berlin, 1960, p. 84／②西村正
身訳『シンドバードの書の起源』未知谷、2001、139ページ（以下参照箇所は本文中に記す）
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6） 脚注 3参照。自序は原文 p. 2、拙訳 pp. 9㻙10、「シリア語の書物の序」は原文 p. 3、拙訳 p. 11
7） ① Nöldeke, Th., „Bibliographische Anzeigen. 6LQGEDQRGHUGLHVLHEHQZHLVHQ0HLVWHU Von Fr. Baethgen“, 































栄誉は限りないものだ。（脚注 1②アッ・ディーニー版 p.18による。①アテシュ版 p. 
8） ペリーは枠物語を重視し、所収話には重きを置いていないが、22の共通話が決して無視できない
ものであることについては拙論「『シンドバード物語』の広本と小本について」作大論集・第 8号、
2018, pp. 1㻙14の pp. 2f.を参照。
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（原文 p. 65f.、拙訳 p. 105）と思われる。しかし、拙論「『シンドバード物語』の広本と小
本について」で述べたように  10）、アラビア語改作版からの書き加えも、新たな物語の挿入
9） 原語は脚注 1 の①で「ファールシー」、②で「パールシー」。どちらもダリー語のこと。














はサーマーン朝第 4代のナスル 2世（914～943）の息子であるヌーフ、つまり第 5代のヌー
フ 1世（943～954）のことであり、アテシュ版の記すマンスールは第 7代のマンスール 1
世（961～976）の息子のヌーフ、つまり第 8代のヌーフ 2世（976～997）のことである。
実は写本には「マンスール」と書かれているのだが、それをアッ・ディーニーは本文中に
「ナスル」とし、脚注ではなく解題（脚注 1 の② p. 20）においてそのことを記している。
　話を分かり易くするためにサーマーン朝のアミールの問題の部分のみの系図を掲げてお
こう。ちなみに省略した第 6代アブド・アル・マリク 1世（343～350／954～961）は第 7
代マンスール 1世の兄であり、ともに第 5代ヌーフ 1世の息子である。
　　第 4代　ナスル 2世（302～331／914～943）　 ―――　
第 5代ヌーフ 1世（ヌーフ・ブン・ナスル）
（331～343／943～954）

































西暦である。正しくは950年 6月20日から951年 6月 8日、つまり950／951年であり、ペ
リーの挙げる西暦（960／961年）とは10年のずれがある。2つ目の勘違いはヌーフ・ブン・
マンスールの治世として原注72に記されているイスラーム暦354～375年である。この統治












































ダキーキー（978年頃没）がいた（脚注11の pp. 5, 16, 7, 29f.）。
13） A.J. Arberry, &ODVVLFDO3HUVLDQ/LWHUDWXUH, George Allen & Unwin, London, 1958, p. 166.
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19） 森本一夫編『ペルシア語が結んだ世界』北海道大学出版会、第 4章（菅原睦、p. 131）
20） フォーヘルサング『アフガニスタンの歴史と文化』前田耕作・山内和也監訳、明石書店、p. 297.
21） 黒柳恒男、脚注11。pp. 1f., 4, 16。森本一夫編、脚注19、p.5
22） この間に書かれた詩の存在については、疑問もあるようだが黒柳、脚注17『詩人たち』pp.8൵
23） 黒柳恒男、脚注11、pp. 3f., 16.森本編、脚注19、p. 5
24） 黒柳恒男、脚注11、p. 17
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25） ① Th. Benfey, ‚Nachweisung einer buddhistischen Recension. ... Zugleich einige Bemerkungen über das 
indische Original der zum Kreise der <Sieben weisen Meister> gehörigen Schriften‘, p. 190. In: 0pODQJHV
$VLDWLTXHV, III, 1853㻙1859, pp. 170㻙203／② Th. Benfey, 3DQWVFKDWDQWUD, Bd. I, Leipzig, 1859/rpt. Georg 
















においてこそ……期待されることなのである」（原文 p. 47、拙訳 p. 74）と言い、それを『シ
ンドバード物語』がインド起源ではないという証拠のひとつにしようとしているように思

















26） 脚注 1① p. 31、② p. 23、③ p. 27.
27） 玄奘『大唐西域記』水谷真成訳、平凡社・中国古典文学大系22、昭和47年
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シリア語版 Snのどちらにも国名が記されていないのかの理由なのである」（原文 p. 48、
拙訳p. 76）と言っている。シリア語版も同様の語句で始まっている 32）ことから推測すると、
28） イブヌ・ル・ムカッファイ『カリーラとディムナ』菊池淑子訳、平凡社・東洋文庫、p. 45
29） 7DQWUƗNK\Ɨ\LND, übersetzt von J. Hertel, B.G. Teubner, Leipzig und Berlin, 1909, p. 2
30） ‘,PƗGLEQ0Xতammad al-৭a侄UƯ-DZƗKLUDO$VPƗUHGE\6ƖOL$KPDG7HKUDQ)HUGRV2006, p. 21
31） 脚注 3、① p. 3、② p. 12
32） Fr. von Baethgen, 6LQGEDQ, J.C. Hinrichs’sche Buchhandlung, Leipzig, 1879, p. 10（拙訳、シリア語版『シ







景」である 33）。ペリーの説に困惑したカリフォルニア大学のアーチャー・テイラ （ーArcher 
Taylor）の要請を受けて、著者が『シンドバード物語』に似た、昔話を中心とする物語を
























33） H.S. Upadhyaya,‘Indic Background of The Book of Sindibad’, in:-6725$VLDQ)RONORUH6WXGLHV, vol. 27, 
No. 1, 1968, pp. 101㻙129
34） 拙論「『シンドバード物語』所収話の泉源」作大論集 3、2013, pp. 1㻙24の pp. 13㻙16
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36） $OEHUXQL’V,QGLD, Vols. I & II, Edward C. Sachau, Low Price Publications, Delhi, 2003, p. 21。バルトリド『中
央アジア史概説』〈「トルキスタン史」1963の全訳〉長沢和俊訳、角川文庫、第 2章も。
37） 「標準世界史年表」吉川弘文館。井本英一編『東西交渉とイラン文化』勉誠社、2010, p. 56
38） 前嶋信次『世界の歴史 8　イスラム世界』「ササン朝ペルシア」河出文庫、p. 30
39） 井本英一「ミトラ信仰の東西」（井本英一編『東西交渉とイラン文化』勉誠社、2010, p. 11）
























じく『パンチャタントラ』第 1巻から「善玉と悪玉」（Fig. 42）。第 6 セクター第13室には







41） 脚注20の p. 289f.イブン・ハルドゥーン『歴史序説』森本公誠訳、岩波文庫第 1巻 p. 358の訳注で
は「バルフの仏教大寺院の世襲院主」であったという。伊東俊太郎『近代科学の源流』第 5章、
中公文庫、p. 173f.前嶋信次『世界の歴史 8　イスラム世界』「黒旗、黒衣の時代」
42） 以 下 Boris Marshak, /HJHQGV7DOHVDQG)DEOHVLQWKH$UWRI6RJGLDQD, Bibliotheca Persica Press, New 
York, 2002による
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44） 脚注 1① pp. 347㻙388所収の p. 362
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46） イブン・バットゥータ『大旅行記』家島彦一訳、平凡社・東洋文庫、14世紀、第 3巻解説 p. 422
47） バルトリド『トルキスタン文化史』小松久男監訳、平凡社・東洋文庫、第 1章







































54） 陸游『老学庵半記』巻六（中国古典文学大系56『記録文学集』松枝茂夫編、1969, p. 116）
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ある（脚注 8 の拙論 pp. 12㻙14）。ペリーも、アバーン・ラーヒキーのアラビア語訳がある
のなら、祖本の年代はアッバース朝第 2代カリフ、マンスールの治世の頃（754～775年）






　ペリーは『シンドバードの書の起源』（原文 p. 93。拙訳 p. 152）で、『シンドバードの書』
の創作時期を579年と650年の間とすることを許さないような事柄は、物語自体の中には何
ひとつ見当たらないと書いている。その根拠は「猟犬 canis」「雉鳩1 turtures 1」がブード
訳のシリア語版『カリーラとディムナ』（570年頃）から採られたと考えたためらしい（原






55） H. Schwarzbaum, ,QWHUQDWLRQDO)RONORUH0RWLIV LQ3HWUXV$VIRQVL’V <Disciplina Clericalis>（in: 6HIDUDG 
1961, p. 274）によると、ラーヒキー以前にアラビア語訳があるとのこと。+DJLJDWKD-3HUWLۊDVKHO





















物語もある。ローマ由来の所収話「五歳の男の子 puer 5 annorum」も間違いなく存在して
いる。そうした東西の物語が集積していた地を誕生地とするのが自然であろう。ペリーも



























































































































1407ラテン語版 mis A 
15c.『アラビアン・ナイト』に採り
込 ま れ た 各 版（SVB, SVC 2; 
SVH, SVS）は遅くとも15c.
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